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会社説明会 質疑応答の要約 

2024 年 12 月 13 日（金）に開催した「会社説明会」にて、  

株主の皆様からいただいたご質問をまとめております。 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

Q1 

連結子会社の上場についてどう思うか。 

 

A1 回答者：代表取締役 藤田 

子会社上場については、ポジティブでもなくネガティブでもないため適宜状況を見ながら検討していく。 

過去(株)マクアケや(株)リアルゲイトが上場しており、任せている経営者の意向が強くそれによって事業が伸びたり顕在

化することで競争優位性になることはあるが、当社株主にとって子会社の株式を売るという行為は必ずしも良いとは限ら

ない。 

 

Q2 

拉致問題について、若年層も含め関心が高いのではと思っている。 

例えば番組を制作するなど、多くの方が「ABEMA」でコンテンツを見るきっかけにもなり、企業イメージ向上にもつなが

ると思うので検討されてはいかがか。 

 

A2 回答者：代表取締役 藤田 

「ABEMA」で報道部門も持っているので、頂いたご意見を伝えて何かできないか検討してみたい。 

 

Q3 

楽天グループ（株）への第三者割当について、投資回収の計画があれば教えて頂きたい。 

 

A3 回答者：代表取締役 藤田 

投資した時から比較すると株価はあがっているが、現時点で売却予定はない。 
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Q4 

日本のインターネット広告市場の見通しについてどう思うか。 

過去二桁成長を続けてきた中で、（株）電通の調査によると 2023 年は 7.8%と市場の成長率が低下している。 

インターネット広告事業の今後について、海外展開も含めて教えてほしい。 

 

A4 回答者：代表取締役 藤田 

インターネット広告市場の、規模も大きくなってきた中での 7.8%増は、他にもなく魅力的だと考ておりまだ成長市場で

あると思っている。 

個人がインターネットを見る時間やそこから受ける影響が増していることに伴い、インターネット広告も連動し、引き続

き拡大していくだろう。 

少し市場成長が鈍化したからと言って、海外やコンサルに目を向けると失敗するため、集中することが大事だと思ってい

る。 

 

Q5 

今年藤田社長の馬主活動が素晴らしかったと思っている。 

そして今日の説明の中で「ウマ娘 プリティーダービー※」について長期の運用ができるようにと言及していたが、今後ユ

ーザーが楽しめる新しい要素があると思って良いか？ 

 

A5 回答者：代表取締役 藤田 

ゲームの内容については申し上げられない。 

馬主活動はあくまで個人としての活動だが、競馬界と繋がりが深まったことで、「ウマ娘 プリティーダービー※」への理

解と協力を得られるようになったのは事実だと思う。 

 

Q6 

「ABEMA」について（株）テレビ朝日と組むことのメリットや今後の方針について 

 

A6 回答者：代表取締役 藤田  

当初よりテレビを立ち上げる上では、報道が重要と考えていた。 

また、スポーツの国際中継のようなものは（株）テレビ朝日の長年のノウハウがないとできない。 

配信権を買う際にもこれまでの実績や繋がり、交渉力がないとできない部分が多く、テレビ局との関わりは必須だと考え

ている。 

良い関係でこれまでやってきており、今後も続けていきたいと考えている。 
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Q7 

昨今「J リーグ」がネット上で「税リーグ」などと揶揄され悲観されている。 

スタジアム維持管理費は地方自治体に、サッカーチームの年俸はスポンサーに依存しているがこのようなことを 30 年続

けてきてしまった「J リーグ」について「ＦＣ町田ゼルビア」のオーナーとしてどう思うか。 

 

A7 回答者：代表取締役 藤田 

サッカーのレベルが上がり強くなり、日本人のサッカーのレベルがアジアでは一番だと思っている。 

正直そろそろ「税リーグ」はなんとかしてほしく、サッカー自体で収益が成り立つようにしてほしいと思う。 

自分も一クラブ社長として働きかけたいと思っている。 

 

Q8 

セキュリティインシデントによって企業が損失を被る自体が発生しているが、貴社の取り組みについて教えてほしい。 

 

A8 回答者：代表取締役 藤田 

近い会社が被害を受けており、かなり体制を強化した。 

回答者：取締役 中山 

専務執行役員 技術担当 長瀬、執行役員 CISO 佐藤、主席エンジニア 野渡達と全社プロジェクトを立ち上げ網羅的体系

的に対策を見直した。 

社内の全プロジェクトに担当エンジニアをつけ、今回の事件を機に更に意識を上げ、全社員向けの啓蒙活動等、できる限

りやれることを積極的に取り組んでいる。 

 

Q9 

「ＦＣ町田ゼルビア」について、悪意ある投稿や誹謗中傷など試合結果以外でのマイナス面が話題になった。 

このままだと収益への影響が出るのではと危惧しているが、何か対策や方針があるか。 

 

A9 回答者：代表取締役 藤田 

シーズン後半に誹謗中傷に関する声明を弁護士とともに出した。 

「ＦＣ町田ゼルビア」が上位にしっかり定着し、頭抜けることで、誹謗中傷や悪意のある投稿が減ってくる部分もあるか

と思う。 

また酷い案件については、訴えられるものは訴えていくなど、丁寧に対応していこうかと思っている。 

 

※「ウマ娘 プリティーダービー」：© Cygames, Inc. 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ----------------- 
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